
I 9月中旬来道予定であったソ連漁業調

|佐一川の関…てし
たが， 11月17日モスクワを出発， 19日l-1MLて山日午後1
時40分千歳空港着の日航機で来道した。

一行は太平洋漁業および海洋研究所カ

ムチヤツカ支所のクローヒン博士を団長

としカムチヤツカ漁族保護局長コルネシ

ユーク氏，および近海漁業探索隊長ジガ

ロフ氏のほか沿海州国民経済会議所属日

本語通訳のセルゲーエフ氏の 4名でクロ

ーヒン団長およびコルネシユーク両氏は

昨年日本測調査団がカムチヤツカ視察中

お世話になった方々である。

特にグローヒン団長はベテロパウロス

クの奥の夕、ーリニエ湖の研究所で 20年

も湖の環境とベニサケの再生産研究を続

けている斯界の権威である。

さて日航機の到着が 30分遅れたため

!一四一川海道最初
の視察地千歳支場に向った。

調査団一行の案内には東京から曾根水

産庁研究第一課長のほか海洋一課の吉崎

北洋班長および外務省の昇氏が同行され
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古崎氏および昇氏は昨年の日本側のカ

ムチヤツカ調査団員でクローヒン氏およ

びコルネシユーク氏とはすでに顔なじみ

である。

千歳支場では昼食をとりながら札幌か

ら出迎えた荒井場長，石川支場長から北

海道の増殖事業の概況と千歳支場の沿革

などについて説明があり，食後各僻化宝

を見学して支務湖へ向った。第一瞬化室

内に設定された立体解化器は強く一行の

注意を引き特にコルネチユーク氏は熱心

に収容卵数，水量，僻化後の取扱などに

ついて矢つぎ早に質問を発し刻明にノー

トしていた。

またグローヒン博士は湖沼学者らしく

早く支第湖へ行きたい様子で陪くなると

湖が見えなくなるのを心配して盛んに井

氏を促していた。

支き5湖到着は 4時近く，すでにタ閣が
せまっていたがその雄大さに歓声をもら

し姫鱒の生産状況あるいは増殖施策など

について可成専門的な質問を発し，特に

姫鱒が移殖成功の好例であり現在日本各

地の湖沼へ種卵を供給している状況に大

きな関心を示していた。

支.m湖事業場の癖化室はすでに満杯と

なり，一部千歳支場へ運んで、飼育中で，

このように僻化施設をフルに活用してい

る状況も日本の増殖事業の実体を良く認

識して行ったことと思われる。

さて湖水の大きさ，深さ，周辺の火山

群など話はいつつきるとも知れなかった

が，札幌の業界主催の歓迎パーテイの時

間もせまり快適な補装道路を一路札幌に

向い， さらに午後9時の列車で次の視察

地稚内に向けて出発した。

札幌からの同行は，道の製品課長幹氏，

漁政課勝井氏，斎藤氏ほか1名と小生の

5名で一行12名となった。
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22日朝稚内着。

旅館で少憩の後稚内市長浜森および宗

谷支庁長古田氏などの案内で港湾施設，

工場などを見学，市長主催の歓迎ノζーテ

ーに出席，ふたたびガソリンカーで旭川

に向った。

市長主催パーテーは出席者 50名を超

える盛大さで，市長歓迎挨拶についでク

ローヒン氏の『外は雪が降って寒いが皆

様の暖い歓迎に心から感謝する』とこれ

に答え極めてなごやかな宴が聞かれた。

午後1時過ぎから 9時迄(約40分遅

延)のガソリンカーの旅は体の大きい調

査団一行には可成窮屈であったことと思

われるが少しもその様子を外に出さず，

種々道内の気候，風土，地勢などについ

て質問を発し，特にクローヒン博士は支

あ湖が良く見えなかったことが余程残念

であったと見え次の屈斜路湖，摩周湖な

どについて予備知識を得ょうと心がけて

いたようで、あった。

Z8日朝，旭川のニュー北海ホテルを発

った一行は美l院まで再び車中の人となり

この間の旅行は二等寝台車貸切りの形と

なり種々と話がはずみ，翌日視察する虹

別事業場， 根室支場， 西別川 14線捕盤

場に対する質問があり，またコルネシユ

ーク氏は瞬化用水の引用， iJi主過の方法，

用水量と瞬化卵数の関係， さらに北海道

周辺の漁獲とj回滋量との関係などにおよ

び，河川湖上量の調査の方法，湖上量と

人工僻化利用量との割合など極めて専門

的な質問]が続けられ私共の解答に満足の

君、を表し盛んに『スパシイボ』を連発し

ていた。

午後2時過ぎ美幌到着，釧路支庁で準

備された自動車に分乗弟子屈に向うこと

となったが，途中美幌峠で車を降りて夕

闇せまる展望を楽しみ，予定を一部変更

して硫黄山の噴煙を見て湖畔の砂湯に立

寄り屈斜路湖畔を経て川湯を通り弟子屈

の摩周ホテルに落ちついた。

日本の温泉特に北海道の温泉に初めて

の一行は，男女の混浴には余程驚いた様

子であったが，温泉につかつて翌朝まで

ゆっくりと旅の疲れをいやし， 24日愈

々待望の摩周湖および西別川の増殖状況

の視察に向った。

幸い摩周湖vi霧もなく周囲の展望は極

めて良く，第3展望台からは屈斜路湖も

望まれて一行は極めて満足の様子であ

った。

11時過ぎ，虹別事業場へ足を延し宰内

支場長，辻事業場主任ほか職員一同の出

迎を受け，ほとんど満杯の僻化室に感心

しまたマラカイトグリーン， J品マンガン

酸加里液による卵子の消毒に熱心な質問

を発し容易に去り妻都、様子で，特に噴出

する晴化用水には驚いたようで、あった。

設備と事業遂行の実体を目のあたりに

見て日本の増殖事業が如何に実質的なも

のであるかを深く認識したことであろ

う。

根室支場では幸内支場長主催の昼食会

があって，またいろいろと質問があり，

特に府化成績，回帰の問題が中心となり

ここでもわれわれの解答に満足の意を表

し極めてなごやかな歓談となった。

この日はさらに14線捕獲場を視て根室

に向うことになっていたので，名残りを

惜しみつつ西別に向けて出発，あいにく

のミゾレまじりの雨で悪天候であったが

14線摘獲場のサケの湖上状況，採卵受精

の諸施設を熱心に見学，二重止めによる



未成熟魚の催熱に大きな興味を示してい

た。

また捕獲場魚止下の親魚、の群集を見て

全部採揚げて採卵に供するか"{，虹別の

鮮化室はすでに一杯になっていたが，今

後採った卵は何処に収容するか"?，ある

いはどうして上流の成熟魚の採れる処で

捕獲しないのか?など，いろいろ質問が

あり幸内支場長の明解な説明に大きくう

なずいていた。

すでにタ閣のせまる午後4時過ぎ，捕

獲場を出発， 6時過ぎ小雨降る根室市に

到着した。

根室はハボマイ，アキユリなど周辺の

漁場を控えソ連領海に近いためソ連調査

団に対する関心は極めて深く官民合同の

大晩餐会が待っていて， 日本の歌， ソ連

の歌の交歓が行なわれ，特にセルゲーエ

フ氏の「布楽町で会いましょう」は大喝

采を博した。

25日は早朝宿を出発，ノサツプ燈台か

ら今はソ連領となった水品島を望み，花

咲の漁港施設を見， また厚岸を経て夕刻

留11路についた。

ここでは市長主催の歓迎会が行なわれ

ここでもセルゲーエフ氏の独唱が人気を

呼びアンコールに大弱りの体であったc

26日には釧路魚市場，港内などの見学

があって午後1時過ぎの汽車で札幌に向

い午後 10時過ぎグランドホテルに入つ
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! 釘1I~惜の視察を終り出発までの時間を
利用して桜井水研支所長より阿寒湖，屈

斜路湖の話を聞き特に阿寒湖の水温の対

流に関する専門的な意見が交換された。

ここで海産紅鮭卵の移殖のことに話が及

びコルネシユーク局長は北海道で希望す

るなら，どうなるか分らないが一応モス

クワのソ連魚族保護総局に書類を提出し

て見てはどうかと好意を示し，総局より

カムチヤツカの保護局に連絡があって，

多分北千島産の紅鮭卵を移殖することに

なるだろうということであった。

27日札幌グランドホテルで一夜を過

Lた一行は午前中北大構内を視察して一

路余市に向い北海道区水産研究所に至り

研究施設，標本室などを見学，昼食後ふ

たたひ、札幌に向った。

研究所では各研究者から研究概要の説

明を受けそれぞれ熱心にメモし，また盛

んに質問を発し北海道の進歩した水産研

究の現況を良く認識した様子で、あった。

午後5時グランドホテルでの知事招待

パーティーに出席，当日の宿舎定111渓ク

ランドホテルに向った。

小生はここで北水研の平野氏と交代し

翌 28U朝日時一行の函館行を送り同行

を終った。

同行rt終始熱心な視察態凌に;工敬服す

ると共に強行日程にもかかわらず，疲れ

の色も見せずなごやかな交歓の出来たこ

とは曾根課長を始め同行の各位の深い心

遣いは勿論であるが，調査団一行のなみ

なみならぬ努力も決して忘れることはで

きない。

時にわれわれに関係の深いサケの哨殖

事業の全般にわたり親魚、の保護から降海

稚魚、の保護に至る熱心な専門的な質問;工

その認識を深めるため大きな役割を果し

道東視察の最も大きな収獲であったこと

と思われ各地て、日本のサケ，マスの増植

事業の進歩とその実質的な活動を礼讃し

ていた。

西別川のサケの向上状況は特に大きな

感銘を与え， 9rt化室の収容の実際をその
目ーて、見たことは強い印象としていつまで

も残るであろう。(国・調宣課長)
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